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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結

累計期間
第63期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （千円） 24,393,405 27,168,313 34,335,851

経常利益 （千円） 3,960,703 5,029,604 6,045,000

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 2,441,286 2,891,898 3,775,455

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,766,928 3,674,584 4,215,812

純資産額 （千円） 37,652,421 42,104,653 39,002,633

総資産額 （千円） 47,747,790 52,839,788 50,181,567

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 197.12 234.31 304.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.0 74.3 72.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,764,269 1,818,928 3,303,264

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △775,825 △929,253 △2,198,975

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △788,456 △899,903 △990,726

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 14,511,953 15,138,104 14,572,236

 

回次
第63期

第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2021年10月１日
至2021年12月31日

自2022年10月１日
至2022年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 63.19 76.37

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

３. 四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間において、新考思莫施智能装備（遼寧）有限公司を新たに設立したことにより、連結

の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済はウィズコロナの下で持ち直しの動きがみられるものの、国

際情勢の不安定な状況が続いており、供給面での制約や円安による物価上昇の影響などが顕在化してきており

ます。さらに、世界的な金融引締めによる海外景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクも高まってお

り、依然として予断を許さない状況が続いております。

このような環境のなか、当社グループは、家庭用ガス警報器関連、工業用定置式ガス検知警報器関連、業務

用携帯型ガス検知器関連ならびに、住宅用火災警報器関連の開発、さらには独自のガスセンサ技術を活かした

保安機器や省エネルギーならびにIoT機器等の開発等を行ってまいりました。さらに、当社グループのネット

ワークを活かし世界中のガス事故ゼロを目指し、より一層、安全で快適な環境づくりに貢献するため、高性

能・高品質な製品の開発に取り組み、積極的な営業活動を展開して業績の向上に努めてまいりました。

その結果、売上高は27,168百万円（前年同四半期比11.4％増）となりました。利益につきましては、経常利

益は5,029百万円（前年同四半期比27.0％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は

2,891百万円（前年同四半期比18.5％増）となりました。

当社グループの事業は、ガス警報器事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載の代わりに商

品別概況を記載いたしております。

当社グループの商品別概況は、次のとおりであります。

①家庭用ガス警報器関連

海外向け都市ガス用警報器及び海外向け警報器用ガスセンサの販売が増加し、売上高は14,088百万円（前

年同四半期比19.0％増）となりました。

②工業用定置式ガス検知警報器関連

エレクトロニクス業界向けをはじめ、海外向けガス検知警報器の販売が増加しました。また、メンテナン

スサービスの売上も堅調に推移し、売上高は7,200百万円（前年同四半期比9.7％増）となりました。

③業務用携帯型ガス検知器関連

海外市場においてガス検知器の販売が増加しました。また、メンテナンスサービスの売上も堅調に推移

し、売上高は4,320百万円（前年同四半期比5.1％増）となりました。

当第３四半期連結会計期間の財政状態について、総資産は、前連結会計年度末に比べ2,658百万円増加して

52,839百万円（前期末比5.3％増）となりました。

これは主に、受取手形及び売掛金の減少1,574百万円があったものの、棚卸資産の増加2,868百万円、電子記

録債権の増加530百万円、現金及び預金の増加513百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ443百万円減少して10,735百万円（前期末比4.0％減）となりました。

これは主に、電子記録債務の増加721百万円、支払手形及び買掛金の増加247百万円があったものの、未払法

人税等の減少717百万円、長期借入金の減少277百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ3,102百万円増加して42,104百万円（前期末比8.0％増）となりました。

これは主に、その他有価証券評価差額金の減少142百万円があったものの、利益剰余金の増加2,435百万円、

為替換算調整勘定の増加492百万円、非支配株主持分の増加335百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は74.3％(前期末比1.5％増)となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資活動及び財務活

動において減少したものの、営業活動において増加し、前連結会計年度末に比べ565百万円増加して15,138百

万円（前期末比3.9％増）となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1,818百万円（前年同四半期比3.1％増）となりました。

これは主に、棚卸資産の増加2,732百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益5,062百万円によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果流出した資金は、929百万円（前年同四半期比19.8％増）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出907百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果流出した資金は、899百万円（前年同四半期比14.1％増）となりました。

これは主に、配当金の支払額456百万円及び長期借入金の返済による支出307百万円によるものでありま

す。

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(4）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更

はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について

重要な変更はありません。

(6）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、1,681百万円（売上高比6.2％、

前年同四半期比6.7％減）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況等に重要な変更はありませ

ん。

当第３四半期連結累計期間の主な研究成果は、次のとおりであります。

 家庭用ガス警報器関連

・ネットワーク機能付きで、停電等の一時的な電源断時でも24時間以上駆動可能な都市ガス用住宅用火

災（煙式）・ガス・ＣＯ警報器を開発しました。

・キューブ型のデザインで、「ＣＯ反応式」を採用した一酸化炭素検知機能付き住宅用火災警報器を開

発しました。

 工業用定置式ガス検知警報器関連

・中国向けの車載用水素モジュールを開発しました。

 業務用携帯型ガス検知器関連

・前事業年度に大幅にリニューアルしました吸引式のガス検知器が2022年度のグッドデザイン賞を受賞

しました。
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,561,000 12,561,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 12,561,000 12,561,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 12,561 － 1,460,000 － 934,443

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 214,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,343,300 123,433 －

単元未満株式 普通株式 2,800 － －

発行済株式総数  12,561,000 － －

総株主の議決権  － 123,433 －

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

新コスモス電機株式会社

大阪市淀川区三津屋中

２丁目５番４号
214,900 － 214,900 1.71

計 － 214,900 － 214,900 1.71

（注）自己株式は、2022年７月27日に実施した譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分により、9,000株減少して

おります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、協立神明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,184,908 15,698,376

受取手形及び売掛金 7,054,231 ※２ 5,479,296

電子記録債権 2,300,791 ※２ 2,831,636

商品及び製品 2,605,041 3,513,206

仕掛品 1,847,285 2,478,043

原材料及び貯蔵品 3,870,908 5,200,528

その他 569,758 761,792

貸倒引当金 △76,798 △83,681

流動資産合計 33,356,127 35,879,198

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,289,183 2,296,698

機械装置及び運搬具（純額） 962,304 862,629

土地 3,149,257 3,149,257

建設仮勘定 320,261 722,314

その他（純額） 836,210 696,680

有形固定資産合計 7,557,217 7,727,581

無形固定資産   

のれん 1,246,444 1,145,381

ソフトウエア 163,747 175,654

ソフトウエア仮勘定 25,925 8,704

その他 34,218 85,446

無形固定資産合計 1,470,335 1,415,187

投資その他の資産   

投資有価証券 5,176,373 4,957,206

繰延税金資産 426,881 459,322

退職給付に係る資産 600,093 608,517

その他 1,595,589 1,793,824

貸倒引当金 △1,050 △1,050

投資その他の資産合計 7,797,887 7,817,821

固定資産合計 16,825,440 16,960,589

資産合計 50,181,567 52,839,788
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,124,221 ※２ 2,371,635

電子記録債務 2,265,073 ※２ 2,986,819

短期借入金 50,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 410,000 380,000

未払法人税等 1,205,890 487,913

賞与引当金 749,888 363,746

製品保証引当金 155,604 163,432

その他 1,728,917 1,721,566

流動負債合計 8,689,597 8,525,114

固定負債   

長期借入金 792,500 515,000

繰延税金負債 300,992 249,541

役員退職慰労引当金 136,750 113,586

退職給付に係る負債 1,173,669 1,195,317

その他 85,424 136,575

固定負債合計 2,489,337 2,210,020

負債合計 11,178,934 10,735,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,460,000 1,460,000

資本剰余金 942,938 944,137

利益剰余金 32,806,871 35,242,297

自己株式 △346,345 △332,651

株主資本合計 34,863,464 37,313,783

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,220,595 1,077,712

為替換算調整勘定 275,853 768,334

退職給付に係る調整累計額 155,479 122,469

その他の包括利益累計額合計 1,651,927 1,968,517

非支配株主持分 2,487,240 2,822,352

純資産合計 39,002,633 42,104,653

負債純資産合計 50,181,567 52,839,788
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 24,393,405 27,168,313

売上原価 12,711,042 13,991,474

売上総利益 11,682,362 13,176,838

販売費及び一般管理費 8,052,900 8,682,284

営業利益 3,629,462 4,494,553

営業外収益   

受取利息 11,045 15,099

受取配当金 70,449 76,307

持分法による投資利益 48,152 85,813

為替差益 112,106 293,649

その他 96,374 70,280

営業外収益合計 338,128 541,151

営業外費用   

支払利息 4,191 3,049

その他 2,695 3,050

営業外費用合計 6,886 6,100

経常利益 3,960,703 5,029,604

特別利益   

固定資産売却益 289 －

投資有価証券売却益 － 9

関係会社清算益 － 34,080

特別利益合計 289 34,090

特別損失   

固定資産売却損 45 －

固定資産除却損 7,458 1,622

特別損失合計 7,503 1,622

税金等調整前四半期純利益 3,953,490 5,062,072

法人税等 1,142,978 1,724,474

四半期純利益 2,810,511 3,337,598

非支配株主に帰属する四半期純利益 369,225 445,699

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,441,286 2,891,898
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 2,810,511 3,337,598

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △197,978 △143,002

為替換算調整勘定 136,146 426,014

退職給付に係る調整額 △30,660 △33,009

持分法適用会社に対する持分相当額 48,909 86,984

その他の包括利益合計 △43,582 336,986

四半期包括利益 2,766,928 3,674,584

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,389,842 3,208,487

非支配株主に係る四半期包括利益 377,085 466,097
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,953,490 5,062,072

減価償却費 709,384 758,022

有形固定資産除売却損益（△は益） 5,779 1,450

無形固定資産除売却損益（△は益） 1,433 172

投資有価証券売却損益（△は益） － △9

関係会社清算損益（△は益） － △34,080

のれん償却額 101,063 101,063

貸倒引当金の増減額（△は減少） 38 6,619

賞与引当金の増減額（△は減少） △208,878 △398,244

製品保証引当金の増減額（△は減少） 14,109 7,827

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △15,865 △34,660

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,965 △23,163

受取利息及び受取配当金 △81,494 △91,407

支払利息 4,191 3,049

持分法による投資損益（△は益） △48,152 △85,813

売上債権の増減額（△は増加） △492,438 1,325,988

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,094,041 △2,732,781

仕入債務の増減額（△は減少） 505,093 688,034

その他 △314,519 △417,478

小計 3,051,158 4,136,661

利息及び配当金の受取額 106,497 129,190

利息の支払額 △4,181 △3,053

法人税等の支払額 △1,389,204 △2,443,870

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,764,269 1,818,928

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △710,457 △907,834

有形固定資産の売却による収入 1,210 －

無形固定資産の取得による支出 △52,868 △54,458

投資有価証券の取得による支出 △9,346 △52,899

投資有価証券の売却による収入 － 10

関係会社の整理による収入 － 54,080

その他 △4,363 31,848

投資活動によるキャッシュ・フロー △775,825 △929,253

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △307,500 △307,500

自己株式の取得による支出 △68 △226

配当金の支払額 △433,042 △456,545

非支配株主への配当金の支払額 △47,845 △130,072

その他 － △5,559

財務活動によるキャッシュ・フロー △788,456 △899,903

現金及び現金同等物に係る換算差額 132,549 576,096

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 332,537 565,867

現金及び現金同等物の期首残高 14,179,416 14,572,236

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 14,511,953 ※ 15,138,104

 

EDINET提出書類

新コスモス電機株式会社(E02027)

四半期報告書

14/20



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

 １ 偶発債務

 保証債務

 以下の関係会社の金融機関からの借入（限度額）に対し債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）
 

New Cosmos - BIE B.V.
 

43,060千円
　

 
44,563千円

　
 

 
 

(315,000ユーロ )
　

 
(315,000ユーロ )

　
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務

 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務の会計処理については、手形交換日又は決済日を

もって決済処理をしております。

 なお、当四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形及び電子記録債権債務が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）
 

受取手形
 

－千円
　

 
61,132千円

　
 

電子記録債権
 

－千円
　

 
251,896千円

　
 

支払手形
 

－千円
　

 
38,142千円

　
 

電子記録債務
 

－千円
　

 
530,052千円

　
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間

（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

現金及び預金   

現金及び預金勘定 15,100,810千円 15,698,376千円

預入期間が３カ月を超える定期預金等 △588,857千円 △560,271千円

現金及び現金同等物 14,511,953千円 15,138,104千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

配当支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日

定時株主総会
普通株式 433,311 35 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年12月31日）

配当支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 456,472 37 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

2022年４月１日 至2022年12月31日）

当社グループの事業は、ガス警報器事業の単一セグメントでありますので、記載を省略いたしておりま

す。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第３四半期連結累計期間

（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

（顧客との契約から生じる収益）   

家庭用ガス警報器関連 11,843,100千円 14,088,452千円

工業用定置式ガス検知警報器関連 6,565,788千円 7,200,857千円

業務用携帯型ガス検知器関連 4,110,863千円 4,320,595千円

その他 1,873,652千円 1,558,407千円

外部顧客への売上高 24,393,405千円 27,168,313千円
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 197円12銭 234円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
2,441,286 2,891,898

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
2,441,286 2,891,898

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,384 12,342

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年２月10日

新コスモス電機株式会社

取締役会 御中

 

協立神明監査法人

大阪事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 朝田  潔

 

 業務執行社員  公認会計士 手島 達哉

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新コスモス電

機株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日か

ら2022年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月1日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新コスモス電機株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以 上

 

 （注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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